
                                            

 
 

 
２学期の終業式、「自分をほめられる冬休み

にする」ことを、こどもたちにお願いしまし
た。冬休みにしかできない体験をしたり、家族
の役に立つことをしたりすること、さらには、
縄跳びや書き初めの練習を続けることなど、冬休みの自分をほめ
られる子が多くいると聞いています。御家庭でのあたたかな御支
援に感謝いたします。  
令和８年、新しい年が始まります。教職員一同、本年度もこど

もたちのがんばりを最大限支えてまいります。本校の教育活動に
対し、変わらぬ御支援と御協力のほどよろしくお願い申し上げま
す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年度 学校教育目標  『目標をもって 考え合い 認め合い 挑戦する子』 
                                          

上井出小学校だより№９ 
                                令和８年１月７日 発行 

『自分の考えで行動するすばらしさ！』

この絵をみてください。３年生が国語の授業のとき 

に描いた絵です。ピクトグラムといって、文字を読め 

ない人にも絵だけで伝えることができるものです。こ 

のピクトグラムで表現したかったのは、「ここは理科 

室です」ということです。理科室というと高学年のみ 

なさんなら、ビーカーとかメスシリンダーとか使った 

ことのある道具を描くかもしれません。でも、使って 

いない人には、道具を示されても何だか分からないと思います。 

３年生が注目したのは、道具ではなく、理科における化学反応のよう

な「実験の途中」をイメージしたのでは？と予想しました。「赤い色」

と「青い色」が混ざると全く新しい「紫色」ができるという様子です。

理科の実験でも、２つの物を合わせたとき新しい物に変わる、その瞬間

を目で見るのは難しいことです。でも、その様子をイメージして、形と

色という図工の見方・考え方で捉え直した、３年生の感覚の面白さに私

は感動しています。 

今日から２０２６年が始まります。上井出小で育てたい資質・能力の

⑤は、「自分で考え、挑戦する力」です。３年生は、理科室の道具では

なく、「実験の途中」をイメージしたピクトグラムを描くことに挑戦し

ました。そもそも理科って、「こうしたらどうなるだろう？」などと自

分で考えて挑戦することの多い教科だと思います。理科室の入口は、こ

のピクトグラムが必ず見えます。「自分で考え、挑戦するぞ」という思

いをもちながら、理科室に入ってほしいと願っています。まだ理科が始

まっていない１・２年生のみなさんは、このピクトグラムを見たとき

に、「生活科でも、自分で考えて、挑戦するぞ」と思ってください。 

 

３学期の始業式では、次のような話をしました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学校の様子を紹介します。 

６日(火)３時間の日 ３学期始業式 

７日(水)３時間の日 お話の泉 

    ひばり号 家庭読書の日  

８日(木)４時間の日 給食開始  

９日(金)３年５時間の日 定着度調査②③ 

    委員会活動５(４年見学) 

12 日(月)成人の日   

13 日(火)２年モジュール開始 長縄記録会 

学習ボランティア 図書館司書来校 

    スクールカウンセラー来校  

14 日(水)発育測定 図書館司書来校     

16 日(金)３年５時間  

20 日(火)学習ボランティア  

代表委員会４・５年 

    ６年４時間(西富士中入学説明会)  

21 日(水)ひばり号 家庭読書の日 

22 日(木)５時間の日  

23 日(金)３～６年５時間 図書館司書来校 

    授業参観③１～３年④４～６年 

26 日(月)かみいでの日 

27 日(火)学習ボランティア  

28 日(水)職業講話５・６年 

29 日(木)５時間の日  

30 日(金)３年５時間の日 ピカピカ大作戦 

31 日(土)富士山学習 PARTⅡ発表会  

冬休みが終わり、元気な声が上井出小にもどってきました。たくさんの
笑顔が戻ってきた上井出小学校は、とても明るく温かな空気が流れていま
す。いよいよ今年度のまとめの時期になりました。 

情報モラル講座から学ぶ 
 上井出小学校では、定期的に情報モラル講座を実施しています。

これからの社会で情報機器の活用は必要不可欠なものです。しか

し、使い方を間違えると大きな問題に発展してしまう危険がありま

す。便利さの裏側にある危険を知ることで、危険を予知することが

できます。御家庭でも話題にしていただき、使用方法について御確

認ください。 
12 月 19 日に実施した情報

モラル講座の様子 

１年生 ２年生 ３年生 

４年生 ５年生 ６年生 


